
【２０１４年１０月臨時号】

【注意喚起】“ポアス火山における噴煙活動”に関する情報をお届けいたします。

１．コスタリカ大学全国地震学ネットワークが１０月１５日に以下の情報を発出しました。

１０月８日、ポアス火山火口付近において、高さ３００ｍにわたりガス及び泥からなる噴煙が発生し、５日

後の１３日にはさらに大きな噴煙（高さ５００ｍ）が起きた。

１３日の噴煙は、過去数年間における他の噴煙と比べるとかなり大規模なものであった。

火口周辺の湖の水位や地震波、硫黄の濃度を分析した結果、近い将来いつ大規模な火山活動が起きてもおか

しくない状況である。しかし、その規模を予測することは困難である。

ついては、ポアス火山を訪問するにあたっては、安全対策を講じることが適当であり、特に呼吸器系に問題

がある者は、十分注意するよう勧告する。

http://www.rsn.ucr.ac.cr/images/Noticias/2014_10/aumento_actividad_poas.pdf

２．また、１０月１４日に環境エネルギー省国立保全区域機構（SINAC)は、国立公園ポアス火山当局が、主火

山湖の展望台に限り一般開放を継続するが、同所の滞在時間を最長２０分と設定し、この対策が今後ＣＮＥ（国

家緊急対策委員会）と調整の上、変更されることがあり得る旨発表しました。

http://www.sinac.go.cr/noticias/Comunicados%20PrensaSINAC/COMUNICADO%20DE%20PRENSA%20Parque%20Nac

ional%20Volcán%20Poás%20implementará%20%20protocola%20visita%20uso%20público.pdf

以上

◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆
ＴＥＬ： （５０６）２２３２－１２５５   ＦＡＸ： （５０６）２２３１－３１４０

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班）
または eriko.nishida@mofa.go.jp（西田）まで


